
【健康経営戦略マップ】

健康投資の効果

従業員の健康課題

健康投資

健康投資施策の取組み

状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

健康風土の醸成

健康経営の浸透状況
サポート、組織的支援（POS）、

WSC等

目標年：2028年

方針実現のための

体制・環境

作成年：2025年8月

改定年：2026年8月

KGI

BMI25以上

▲10％

いきいき度

120

補足：

BMI

2024年度

24.3%

2028年度

21.8%

（現在108人

→97人へ）

いきいき度

2026年度

118

2028年度

120

健康経営

の目標

健康的な生活習

慣を獲得し、生活

習慣病の未然防

止

一体感のある職場

でやりがいをもって

業務に取り組める

環境をつくることに

より心の健康を保

つ

習慣う

健康経営の

推進方針

健康保持増進

に積極的に関与

し、心身ともに健

康な状態で働け

る職場環境の提

供

経営方針

オープンでフェア

な企業活動を通

じて無限の可能

性を追求し、

社員の幸福と社

会の持続可能な

成長に貢献する

企業を目指す

適正飲酒量の認知度適正飲酒量の指導 過度な飲酒率

生活習慣における

行動変容ステージの良化

運動イベント等の

参加率運動習慣の奨励

健康的な食習慣の指導

検診データ分析によると2024年度の肥満が

24.3%（108人）であった

肥満が生活習慣病に与える影響度が高いことから

生活習慣病予備軍を減らす取り組みが必要である

2025年度実施のストレスチェックの結果、課題が発見された職

場のワークエンゲージメントの値が、全社平均（2.58）に比べ

て低く、また前年度比悪化している傾向にある

職場環境が心の健康に与える影響度が高いことから職場の一

体感を向上し、「いきいき度」を上げる取り組みが必要である

適切な睡眠時間の指導

経営トップによる健康

メッセージの発信

健康経営プロジェクト

チームの運営
上司/同僚からの支援

運動習慣の継続率

健康的な食習慣の

認知度

健康的な食生活の

継続率

BMI25以上の減少

適切な睡眠に関する

認知度
睡眠により十分な

休養を取れている

従業員の割合

ラインケアサポート

ハラスメント防止研修

ラインケアに関する知識

の浸透度

ハラスメントに関する

認知度

上司からのサポート率

ハラスメント発生率

ワークエンゲージメントの

良化


